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１．評価事故シーケンス

想定する格納容器破損モード 評価事故シーケンス 特 徴

１

雰囲気圧力・温度による静的負荷
（格納容器過圧・過温破損） 「大破断LOCA＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」に

“全交流動力電源喪失”の重畳を考慮
（代替循環冷却系を使用する場合）

・原子炉圧力容器が破損しないシーケンス
・代替循環冷却系を使用することで，7日間
格納容器ベントが不要

水素燃焼

２
雰囲気圧力・温度による静的負荷
（格納容器過圧・過温破損）

「大破断LOCA＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」に
“全交流動力電源喪失”の重畳を考慮
（代替循環冷却系を使用しない場合）

・原子炉圧力容器が破損しないシーケンス
・代替循環冷却系を使用しないため，7日到
達前に格納容器ベントを実施

３

高圧溶融物放出／格納容器雰囲気
直接加熱（ＤＣＨ）

「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋手動減圧失敗」に
”低圧炉心冷却失敗”及び”全交流動力電源喪失”の重畳を
考慮

・原子炉圧力容器が破損するシーケンス
・代替循環冷却系を使用することで，7日間
格納容器ベントが不要

原子炉圧力容器外の溶融燃料－
冷却材相互作用（ＦＣＩ）

「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗＋
損傷炉心冷却失敗」に”全交流動力電源喪失”の重畳を考慮

溶融炉心・コンクリート相互作用
（ＭＣＣＩ）

「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗＋
損傷炉心冷却失敗」に”全交流動力電源喪失”の重畳を考慮
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２．東海第二発電所における炉心損傷後の注水手順の特徴（１／４）

東海第二発電所では，以下の複数の系統により損傷炉心及び格納容器への注水を実施

系 統 注水先 ポンプ 水 源

低圧代替注水系（常設） ＲＰＶ

常設低圧代替
注水系ポンプ

代替淡水
貯槽

代替格納容器スプレイ
冷却系（常設）

Ｄ／Ｗスプレイ

格納容器下部注水系（常設）
ペデスタル
（Ｄ／Ｗ部）

代替循環冷却系

ＲＰＶ 代替循環
冷却系
ポンプ

Ｓ／ＰＤ／Ｗスプレイ

Ｓ／Ｐ

ＲＰＶ ：原子炉圧力容器
Ｄ／Ｗ ：ドライウェル
Ｓ／Ｐ ：サプレッション・プール

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽

常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

（停止状態）
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（１）常設低圧代替注水系ポンプを用いた系統
補機系が不要であり短時間で起動が可能な特徴等を考慮し，以下の手順を採用

炉心損傷判断後の対応

①ＬＯＣＡ時の炉心損傷後に原子炉注水する場合，Ｄ／Ｗ圧力及び雰囲気温度が急上昇
⇒代替格納容器スプレイ冷却系（常設）によるＤ／Ｗスプレイを実施し，
その後低圧代替注水系（常設）による原子炉注水を実施

②ＬＯＣＡ時の炉心損傷後に原子炉注水できない場合，いずれはリロケーションが発生し，
Ｄ／Ｗ圧力及び雰囲気温度が急上昇

⇒代替格納容器スプレイ冷却系（常設）によるＤ／Ｗスプレイを実施

ＲＰＶ破損前の対応
③炉心損傷後は，ＲＰＶ破損時の溶融炉心の冷却を考慮しペデスタル（Ｄ／Ｗ部）の水位確保が必要
⇒格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（Ｄ／Ｗ部）への注水を実施

ＲＰＶ破損後短期の対応
④ＲＰＶ破損後は，ＦＣＩによりＤ／Ｗ圧力及び雰囲気温度が急上昇
⇒代替格納容器スプレイ冷却系（常設）によるＤ／Ｗスプレイを実施

⑤ＲＰＶ破損後は，ペデスタル（Ｄ／Ｗ部）での溶融炉心の冷却維持が必要

⇒④に引き続き，格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（Ｄ／Ｗ部）への注水を実施

２．東海第二発電所における炉心損傷後の注水手順の特徴（２／４）
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常設低圧代替注水系ポンプを用いた系統の停止及び一時的な運転
⑥本系統は外部水源を用いた手段であり，運転継続によりＳ／Ｐ水位が上昇
⇒代替循環冷却系による原子炉注水やＤ／Ｗスプレイが開始されれば，本系統を停止

⑦代替循環冷却系による原子炉注水やＤ／Ｗスプレイを実施している状態において，Ｄ／Ｗ圧力
及び雰囲気温度が上昇する場合
⇒代替循環冷却系に加え，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）によるＤ／Ｗスプレイを
一時的に実施

（２）代替循環冷却系

⑧補機系の起動後に運転できる系統であり運転開始までに一定の時間を要するが，内部水源で
あるため，運転継続によりＳ／Ｐ水位が上昇しない
⇒運転可能となった時点で本系統を運転開始することにより，損傷炉心の冷却及び格納容器の
冷却・除熱を実施

炉心損傷後の事象進展として大きく異なる以下のパターンを踏まえると，
事故対応の流れは次頁のとおり

・起因事象がＬＯＣＡ又は過渡事象の場合
・事象初期に原子炉注水に成功又は失敗する場合

２．東海第二発電所における炉心損傷後の注水手順の特徴（３／４）
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２．東海第二発電所における炉心損傷後の注水手順の特徴（４／４）

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

・ＲＰＶ注水 

炉心損傷

代替循環による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

・ＲＰＶ注水 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ停止 

格納容器圧力及び 

雰囲気温度の上昇時 

ＬＯＣＡ 過渡事象 

常設低圧による 

・ペデスタル（ドライウェル部）

への注水 

代替循環による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ停止 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

・ペデスタル（ドライウェル部）

への注水 

無 

炉心損傷判断後 

代替循環冷却系の 

運転可能時 

上記操作完了後 

リロケーション時 

常設低圧による 

・ペデスタル（ドライウェル部）

への注水 

上記操作完了後 

ＲＰＶ破損 

ＲＰＶ破損判断後 

ドライウェル圧力及び雰囲気温

度が下降傾向に転じた場合 

格納容器圧力及び 

雰囲気温度の上昇時 

(1) ① 

(1) ② 

(2) ⑧ 

 

 

(1) ⑥ 

(1) ③ 

(1) ⑦ 

(2) ⑧ 

 

 

(1) ⑥ 

(1) ③ 

(1) ⑦ 

(1) ④ 

(1) ⑤ 

(2) ⑧ 

 

 

(1) ⑥ 

原子炉注水

失敗 

成功

炉心損傷防止対策の 

有効性評価にて確認 

【中小ＬＯＣＡ以外】 

代替循環による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

代替循環冷却系の 

運転可能時 

常設低圧による 

・ペデスタル（ドライウェル部）

への注水 

(2) ⑧ 

(1) ③ 

上記操作完了後 

ＲＰＶ破損 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

・ペデスタル（ドライウェル部）

への注水 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

 （一時的） 

ＲＰＶ破損判断後 

ドライウェル圧力及び雰囲気温

度が下降傾向に転じた場合 

格納容器圧力及び 

雰囲気温度の上昇時 

(1) ④ 

(1) ⑤ 

(2) ⑧ 

 

 

(1) ⑥ 

(1) ⑦ 

事象発生

【凡例】 
常設低圧：常設低圧代替注水系ポンプ 
代替循環：代替循環冷却系ポンプ 
「2.(1)ａ．①」等は，前頁までの章番号に対応 

有

炉心損傷防止対策の 

有効性評価にて確認 

【中小ＬＯＣＡ】 

原子炉注水 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ（一時的) 

成功 

代替循環冷却系の 

運転可能時 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ（一時的） 

代替循環による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

・ＲＰＶ注水※ 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ停止 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

 （一時的） 

(1) ⑦ 

失敗 

代替循環による 

・Ｄ／Ｗスプレイ 

・ＲＰＶ注水※ 

常設低圧による 

・Ｄ／Ｗスプレイ停止 

評価対象となる格納容器破損モード 
・雰囲気圧力・温度による静的負荷 
（格納容器過圧・過温破損） 

・水素燃焼 

評価対象となる格納容器破損モード 
・高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 
・原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用 
・溶融炉心・コンクリート相互作用 

※原子炉注水に失敗するシーケンスであるが，ＲＰＶ破損後に

原子炉注水が可能な状態であれば，ＲＰＶ内の放射性物質に

よる加熱等を防止する観点から原子炉注水を行う 

格納容器圧力が 13.7kPa[gage]に到達 格納容器圧力が 13.7kPa[gage]未満 

炉心損傷
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３．格納容器破損モードに対する有効性評価

←

緊急用海水系
ポンプ

タービンへ

原
子
炉
圧
力
容
器

低圧炉心スプレイ系ポンプ 残留熱除去系ポンプＣ

残留熱除去系
ポンプＢ

高圧炉心
スプレイ系ポンプ

残留熱除去系
ポンプＡ

原子炉隔離時冷却系ポンプ

常設低圧代替注水系
ポンプＡ及びＢ

※3

←

←

→

→

→

ドライウェル

復水貯蔵タンク
代替淡水貯槽

サプレッション・
プール

サプレッション・
チェンバ

※3

耐圧強化
ベント系

格納容器
圧力逃がし装置

軽油貯蔵タンク

タンクローリ

可搬型設備用軽油タンク

※1

※2

残留熱除去系
海水系ポンプＡ，Ｃ

→

→

→

→

海

残留熱除去系
海水系ポンプ
Ｂ，Ｄ

※1

※2
→

※1 海へ ※2海へ

↑

常設代替高圧電源装置

Ｇ

Ｇ

非常用ディーゼル発電機等

常設高圧代替注水系ポンプ

←

北側淡水池又は
高所淡水池

代替
循環
冷却系
ポンプ

可搬型窒素供給装置

ぺデ
スタル

外部電源

原子炉ウェル

↑ ↑

凡 例

：Ｌ１．５ＰＲＡより選定したＰＤＳとして機能喪失を仮定

：格納容器破損防止対策の有効性評価において追加的に機能喪失を仮定

：大破断ＬＯＣＡにより従属的に使用不可

：主要な重大事故等対処設備

→

再循環ポンプ

３．１ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）
水素燃焼

＜評価事故シーケンス＞
「大破断LOCA＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」に
“全交流動力電源喪失”の重畳を考慮
（代替循環冷却系を使用する場合）

＜概略系統図＞ 逃がし安全弁
（自動減圧機能）
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①事象初期
・低圧代替注水系（常設）による原子炉注水
・代替格納容器スプレイ系（常設）による
格納容器冷却（Ｄ／Ｗスプレイ）

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

→

再循環ポンプ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

②代替循環冷却系起動後
・代替循環冷却系による原子炉注水
及び格納容器除熱（Ｄ／Ｗスプレイ）

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

→

再循環ポンプ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

③～7日後
・代替循環冷却系による原子炉注水
及び格納容器除熱（Ｄ／Ｗスプレイ）

・可搬型窒素供給装置を用いた格納容器内
窒素供給

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

→

再循環ポンプ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

＜事象進展を踏まえた概略系統図＞

常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

３．格納容器破損モードに対する有効性評価

（停止状態） （停止状態）
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←

緊急用海水系
ポンプ

タービンへ

原
子
炉
圧
力
容
器

低圧炉心スプレイ系ポンプ 残留熱除去系ポンプＣ

残留熱除去系
ポンプＢ

高圧炉心
スプレイ系ポンプ

残留熱除去系
ポンプＡ

原子炉隔離時冷却系ポンプ

常設低圧代替注水系
ポンプＡ及びＢ

※3

←

←

→

→

→

ドライウェル

復水貯蔵タンク
代替淡水貯槽

サプレッション・
プール

サプレッション・
チェンバ

※3

耐圧強化
ベント系

格納容器
圧力逃がし装置

タンクローリ

可搬型設備用軽油タンク

※1

※2

残留熱除去系
海水系ポンプＡ，Ｃ

→

→

→

→

海

残留熱除去系
海水系ポンプ
Ｂ，Ｄ

※1

※2
→

※1 海へ ※2海へ

↑

常設高圧代替注水系ポンプ

←

北側淡水池又は
高所淡水池

代替
循環
冷却系
ポンプ

可搬型窒素供給装置

ぺデ
スタル

原子炉ウェル

↑ ↑

→

再循環ポンプ

軽油貯蔵タンク

常設代替高圧電源装置

Ｇ

Ｇ

非常用ディーゼル発電機等 外部電源

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

凡 例

：Ｌ１．５ＰＲＡより選定したＰＤＳとして機能喪失を仮定

：格納容器破損防止対策の有効性評価において追加的に機能喪失を仮定

：大破断ＬＯＣＡにより従属的に使用不可

：主要な重大事故等対処設備

３．２ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

＜評価事故シーケンス＞
「大破断LOCA＋高圧炉心冷却失敗＋低圧炉心冷却失敗」に
“全交流動力電源喪失”の重畳を考慮
（代替循環冷却系を使用しない場合）

＜概略系統図＞

３．格納容器破損モードに対する有効性評価
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①事象初期
・低圧代替注水系（常設）による原子炉注水
・代替格納容器スプレイ系（常設）による
格納容器冷却（Ｄ／Ｗスプレイ）

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

→

再循環ポンプ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽 常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

②格納容器圧力逃がし装置起動～7日後
・低圧代替注水系（常設）による原子炉注水
・格納容器圧力逃がし装置による格納容器
除熱

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

→

再循環ポンプ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽 常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

３．格納容器破損モードに対する有効性評価

＜事象進展を踏まえた概略系統図＞
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←

緊急用海水系
ポンプ

タービンへ

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

原
子
炉
圧
力
容
器

低圧炉心スプレイ系ポンプ 残留熱除去系ポンプＣ

残留熱除去系
ポンプＢ

高圧炉心
スプレイ系ポンプ

残留熱除去系
ポンプＡ

原子炉隔離時冷却系ポンプ

常設低圧代替注水系
ポンプＡ及びＢ

※3

←

←

→

→

→

ドライウェル

復水貯蔵タンク
代替淡水貯槽

サプレッション・
プール

サプレッション・
チェンバ

※3

耐圧強化
ベント系

格納容器
圧力逃がし装置

タンクローリ

可搬型設備用軽油タンク

※1

※2

残留熱除去系
海水系ポンプＡ，Ｃ

→

→

→

→

海

残留熱除去系
海水系ポンプ
Ｂ，Ｄ

※1

※2
→

※1 海へ ※2海へ

↑

常設高圧代替注水系ポンプ

←

北側淡水池又は
高所淡水池

代替
循環
冷却系
ポンプ

可搬型窒素供給装置

ぺデ
スタル

原子炉ウェル

↑ ↑

軽油貯蔵タンク

常設代替高圧電源装置

Ｇ

Ｇ

非常用ディーゼル発電機等 外部電源

３．格納容器破損モードに対する有効性評価

＜評価事故シーケンス＞
「過渡事象＋高圧炉心冷却失敗＋手動減圧失敗＋
低圧炉心冷却失敗」に“全交流動力電源喪失”の重畳を考慮

＜概略系統図＞

凡 例

：Ｌ１．５ＰＲＡより選定したＰＤＳとして機能喪失を仮定

：格納容器破損防止対策の有効性評価において追加的に機能喪失を仮定

：主要な重大事故等対処設備

３．３ 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱（ＤＣＨ），
原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用（ＦＣＩ）
溶融炉心・コンクリート相互作用（ＭＣＣＩ）
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①事象初期～ＲＰＶ破損まで
・逃がし安全弁（自動減圧機能）による原子炉
減圧

・代替循環冷却系による格納容器除熱
（Ｄ／Ｗスプレイ）

・格納容器下部注水系（常設）による格納容器
下部水位確保（ペデスタル注水）

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽 常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

②ＲＰＶ破損判断後短期
・代替循環冷却系による格納容器除熱
（Ｄ／Ｗスプレイ）

・代替格納容器スプレイ系（常設）による
格納容器冷却（Ｄ／Ｗスプレイ）

・格納容器下部注水系（常設）による溶融炉心
への注水（ペデスタル注水）

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽 常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

③ＲＰＶ破損後長期
・代替循環冷却系による原子炉注水
及び格納容器除熱（Ｄ／Ｗスプレイ）

・代替格納容器スプレイ系（常設）による
格納容器冷却（Ｄ／Ｗスプレイ）（一時的）

・可搬型窒素供給装置を用いた格納容器内
窒素供給

逃がし安全弁
（自動減圧機能）

Ｒ
Ｐ
Ｖ

Ｄ／Ｗ

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｃ

↑
↑

↑ ↑

↑

緊急時海水系
ポンプ

海

残留熱除去系
ポンプ

代替循環冷却系
ポンプ

代替淡水貯槽 常設低圧代替注水系
ポンプＡ，Ｂ

可搬型窒素供給装置

格納容器
圧力逃がし装置

３．格納容器破損モードに対する有効性評価

＜事象進展を踏まえた概略系統図＞

（停止状態） （停止状態） （停止状態）
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